
自
民
党
と
日
本
維
新
の
会
は
先
月
、
衆

院
議
員
定
数
を
現
行
の
４
６
５
議
席
か
ら

約
１
割
の
45
議
席
を
削
減
す
る
法
案
を
今

国
会
に
提
出
す
る
方
針
を
決
め
ま
し
た
。

維
新
側
が
強
く
主
張
す
る
「
比
例
代
表

の
み
の
45
削
減
」
と
し
た
場
合
、
中
小
政

党
の
議
席
減
少
が
大
き
く
な
り
、
自
民
・

維
新
だ
け
で
総
議
席
の
８
割
超
を
占
め
る

こ
と
が
「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」
の
試
算
で
わ

か
り
ま
し
た
（
表
１
）
。
多
様
な
民
意
を

切
り
捨
て
、
い
ま
で
さ
え
目
に
余
る
与
党

の
「
数
の
横
暴
」
が
さ
ら
に
強
ま
る
の
は

避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

45
削
減
後
の
比
例
定
数
は
１
３
１
に
減

少
し
ま
す
。
２
０
２
０
年
国
勢
調
査
の
人

口
を
基
に
比
例
11
ブ
ロ
ッ
ク
の
定
数
を
議

席
配
分
方
式
で
試
算
す
る
と
表
２
の
よ
う

に
な
り
ま
す
。

削
減
後
の
定
数
の
も
と
で
、
２
月
の
衆

院
選
で
各
党
が
得
た
比
例
票
で
比
例
議
席

を
試
算
す
る
と
、
自
民
64
、
維
新
11
、
中

道
改
革
連
合
27
、
国
民
民
主
11
、
参
政
・

チ
ー
ム
み
ら
い
各
８
、
日
本
共
産
党
２
と

な
り
ま
す
。
減
少
率
は
自
民
は
５
％
で
す

が
、
共
産
党
は
50
％
に
も
な
り
ま
す
。

比
例
代
表
中
心
の
選
挙
制
度
に
改
革
を

定
数
削
減
で
切
り
捨
て
ら
れ
る
の
は
主

権
者＝

国
民
の
声
で
す
。
と
り
わ
け
比
例

を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
定
数
削
減
は
、
少

数
意
見
、
少
数
政
党
を
排
除
し
、
多
様
な

民
意
の
反
映
を
い
っ
そ
う
困
難
に
し
て
し

ま
い
ま
す
。

議
員
定
数
を
含
む
選
挙
制
度
の
あ
り
方

は
、
民
主
主
義
の
土
台
で
あ
り
、
国
民
的

議
論
が
不
可
欠
で
す
。
政
権
与
党
の
身
勝

手
な
結
論
を
押
し
付
け
る
こ
と
は
許
さ
れ

ま
せ
ん
。

日
本
共
産
党
は
、
民
意
と
議
席
に
著
し

い
乖
離
（
か
い
り
）
を
生
み
出
す
小
選
挙

区
制
は
廃
止
し
、
民
意
を
正
確
に
反
映
す

る
比
例
代
表
中
心
の
選
挙
制
度
へ
と
改
革

す
る
こ
と
を
求
め
て
い
ま
す
。

No. ９２５

2026 年 ４月号
発行：日本共産党相模湖支部

住所：相模原市緑区寸沢嵐794-3

宮崎あき子気付

電話：042(685)1046

mail：jcpsagamiko@gmail.com

住民こそ主人公・住民のための市政を

衆
院
比
例
45
削
減
案

自
民
・
維
新
で
総
議
席
の
８
割
超
に



名
著
「
日
本
百
名
山
」

の
著
者
の
深
田
久
弥
が
、

登
山
中
に
脳
卒
中
で
倒
れ
、

亡
く
な
っ
た
山
梨
県
の
茅
ヶ

岳
で
、
毎
年
４
月
第
３
日
曜
日
、
「
深
田
祭
」
が

明
日
あ
る
と
ラ
ジ
オ
で
云
っ
た
の
で
昨
年
の
４
月

20
日
、
思
い
立
っ
て
一
番
列
車
で
韮
崎
へ
向
か
い

ま
し
た
。

こ
の
日
韮

崎
駅
か
ら

無
料
シ
ャ

ト
ル
バ
ス

が
運
行
さ

れ
た
の
で
、

そ
れ
を
利

用
し
ま
し

た
。
登
山

口
で
は
セ

レ
モ
ニ
ー

が
行
わ
れ
、
登
山
者
に
は
記
念
バ
ッ
チ
や
あ
ん
ぱ

ん
が
配
ら
れ
ま
し
た
（
有
料
）
。

私
も
他
の
登
山
者
と
共
に
、
山
頂
を
め
ざ
し
ま

し
た
。
沢
沿
い
の
カ
ラ
マ
ツ
林
で
久
し
振
り
に
コ

ガ
ネ
ネ
コ
ノ
メ
ソ
ウ
を
見
つ
け
ま
し
た
。
小
さ
い

け
れ
ど
黄
色
い
色
が
目
立
ち
ま
す
。
コ
ガ
ネ
ノ
ノ

メ
ソ
ウ
は
、
割
と
標
高
の
あ
る
カ
ラ
マ
ツ
林
な
ど

で
見
ら
れ
る
ネ
コ
ノ
メ
ソ
ウ
で
す
。

け
っ
こ
う
き
つ
い
急
登
を
頑
張
っ
て
、
久
し
振

り
に
山
頂
に
立
ち
ま
し
た
。
見
る
と
大
パ
ノ
ラ
マ

が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。
富
士
山
を
始
め
、
残
雪

の
南
ア
ル
プ
ス
、
中
央
ア
ル
プ
ス
、
八
ヶ
岳
連
峰
、

金
峰
山
や
瑞
牆
山
な
ど
、
昔
な
じ
み
の
大
好
き
な

み
ず
が
き
や
ま

山
々
が
待
っ
て
い
ま
し
た
。
胸
が
熱
く
な
っ
て
見

つ
め
て
い
ま
し
た
。

下
山
路
は
別
の
道
を
下
る
よ
う
に
な
っ
て
い
て
、

途
中
鮮
や
か
な
紫
色
の
ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ
の
花
や
、

小
さ
い
花
の
マ
メ
ザ
ク
ラ
が
い
っ
ぱ
い
見
ら
れ
ま

し
た
。
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植物

コ
ガ
ネ
ネ
コ
ノ
メ
ソ
ウ(

黄
金
猫
目
草)

ユ
キ
ノ
シ
タ
科
ネ
コ
ノ
メ
ソ
ウ
属

令
和
７
年
度

公
民
館
ま
つ
り

お
天
気
に
恵
ま
れ
賑
や
か
に

３
月
７
～
８
日

の
２
日
間
に
渡
っ

て
令
和
７
年
度
の

公
民
館
ま
つ
り
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

７
日
の
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
は
北
相
中

生
活
文
化
部
の
バ

ン
ド
演
奏
で
始
ま

り
ま
し
た
。
同
級

生
の
応
援
も
多
く

活
気
に
あ
ふ
れ
て

い
ま
し
た
。(

写

真
右)展

示
の
部
門
で

は
「
共
に
生
き
る

社
会
を
考
え
る
会
」

が
今
年
も
参
加
し
、

や
ま
ゆ
り
園
事
件

を
「
忘
れ
な
い
・

風
化
さ
せ
な
い
・

後
世
に
伝
え
る
」

と
来
場
者
に
訴
え

て
い
ま
し
た
。

（
写
真
左)


